
　
Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線
「
寝
屋
川
公
園
駅
」

は
、
元
々
「
東
寝
屋
川
駅
」
と
い
う
名
称

で
し
た
。

　
都
市
計
画
道
路
寝
屋
川
公
園
駅
前
線
事

業
や
打
上
高
塚
町
土
地
区
画
整
理
事
業
な

ど
、
駅
周
辺
の
利
便
性
の
向
上
と
、
良
好

な
市
街
地
の
形
成
を
目
指
す
中
で
、
地
域

住
民
の
要
望
も
あ
り
、
平
成
31
年
３
月
16

日
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、
駅
名
の
由
来
と
な
っ

た
寝
屋
川
公
園
に
祇
園
枝
垂
桜
が
記
念
樹

と
し
て
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
寝
屋
川
公
園
駅
と
第
二
京
阪
道

路
を
つ
な
ぐ
道
路
は
、
鉄
道
駅
に
つ
な
が

る
道
路
と
し
て
重
要
な
路
線
で
す
。
明
和

小
学
校
の
通
学
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
歩
道

が
整
備
さ
れ
た
り
、
防
災
の
観
点
か
ら
電

線
が
地
中
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
ス
ー
パ
ー
や
薬
局
の
開
店
、

病
院
の
開
院
な
ど
生
活
に
欠
か
せ
な
い
施

設
が
充
実
し
、
ど
ん
ど
ん
開
発
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
広
報
部
会
で
は
、
会
報
・
セ
ン
タ
ー

通
信
に
掲
載
す
る
原
稿
や
、
写
真
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
投
稿
箱
を
事
務
所
前
に
設
置

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
セ
ン
タ
ー
、
広

報
部
会
に
対
し
て
の
ご
意
見
も
、
ど
し

ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。広

報
部
会
員
一
同

編
集
後
記

　
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
は
、
前
年
度
は
残

念
な
が
ら
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
減
少
し
、

会
員
不
足
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
せ
っ
か
く
い
た
だ
い
た
お
仕
事
を
職
種
、

時
間
、
地
域
等
の
条
件
に
よ
っ
て
は
就
業
会

員
不
足
の
た
め
お
断
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
友
人
や
ご
近
所
の
方

で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
に

興
味
の
あ
る
方
に
入
会
の
ご
案
内
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
○
入
会
の
条
件

　
　
・
寝
屋
川
市
在
住

　
　
・
60
歳
以
上

　
　
・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

　
○
入
会
説
明
会
日
程

　
　
・
10
月
20
日
（
水
）

　
　
・
11
月
17
日
（
水
）

　
　
・
12
月
15
日
（
水
）

　※

参
加
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
○
時
　
間
　
14
時
か
ら
約
60
分
程
度

　
　
　
　
　
　（
15
分
前
か
ら
受
付
開
始
）

　
○
場
　
所
　
市
民
会
館

　
　
　
　
　
　
第
２
会
議
室

　
○
持
ち
物
　
・
筆
記
用
具
・
認
め
印

　
　
　
　
　
　
・
年
会
費
（
１
，
０
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　※

10
月
以
降
の
入
会
者

　
　
　
　
　
　
　
か
つ
入
会
年
度
の
み

　
　
　
　
　
　
・
身
分
証
明
で
き
る
も
の

　
　
　
　
　
　（
免
許
証
・
健
康
保
険
証
等
）

　
10
月
２
日
（
土
）
10
時
か
ら

　
　
　
　
市
民
会
館
　
第
１
会
議
室

　
10
月
13
日
（
水
）
14
時
か
ら

　
　
　
　
西
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
講
義
室

　
10
月
26
日
（
火
）
14
時
か
ら

　
　
　
　
池
の
里
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
多
目
的
室
２
（
３
階
）

　※

参
加
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

会
員
拡
大
に
ご
協
力
を
！

会
員
拡
大
に
ご
協
力
を
！

配
分
金
支
払
予
定
日

９
月
分
配
分
金
↓
10
月
15
日
（
金
）
支
払

10
月
分
配
分
金
↓
11
月
15
日
（
月
）
支
払

11
月
分
配
分
金
↓
12
月
15
日
（
水
）
支
払

12
月
分
配
分
金
↓
１
月
19
日
（
水
）
支
払

寝
屋
川
公
園
駅
の
歴
史

寝
屋
川
公
園
駅
の
歴
史

会
費
の
納
入
に
つ
い
て

会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　
会
費
は
、
会
員
の
保
険
加
入
等
に
支
払
わ

れ
る
重
要
な
財
源
で
す
。

　
会
費
が
納
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
お

仕
事
の
提
供
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
在

就
業
さ
れ
て
い
る
方
も
、
就
業
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　
納
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
速
や
か
に
納

入
し
て
下
さ
い
。（

年
会
費
　
２
，
０
０
０
円
）

　
４
月
１
日
に
会
員
で
あ
る
場
合
、
そ
の
年

度
の
会
費
が
発
生
し
て
い
ま
す
。（
会
員
資
格

は
、
会
員
自
身
が
退
会
手
続
き
を
し
な
い
限

り
、
自
動
継
続
で
す
）

　
会
費
未
納
の
方
は
、
退
会
さ
れ
る
場
合
で

も
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
す
で
に
今
年
度
の
会
費
を
納
め
ら

れ
て
い
る
方
も
、
年
度
が
替
わ
る
と
会
費
の

支
払
い
義
務
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意

下
さ
い
。

出
張
入
会
説
明
会
の
開
催

出
張
入
会
説
明
会
の
開
催

　
毎
年
10
月
の
第
３
土
曜
日
を
「
シ
ル
バ
ー

の
日
」
と
定
め
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
普
及
啓
発
を
兼
ね
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
10
月
16
日
（
土
）
に
市
道
池
田
秦

線
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
集
合
時
間
　
午
前
９
時
45
分

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
　
作
業
開
始

　
　
　
　
　
　
雨
天
中
止

　
集
合
場
所
　
市
役
所
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
参
加
者
募
集

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
参
加
者
募
集

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
事
務
所
へ
電
話
を
さ
れ
る
場
合
は
、

ま
ず
会
員
番
号
と
お
名
前
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

◇  

お

　願

　い  

◇
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理事長 谷口 昌隆

就業会員募集
募
集
要
件
　73
歳
ま
で
の
男
性

作
業
内
容
　公
園
管
理
作
業

　
　
　
　
　一
般
家
庭
等
除
草
作
業

事
前
に
面
談
・
試
用
期
間
あ
り

屋
外
作
業
の
為
、
体
力
に
自
信
の
あ
る
方

　ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。



　
現
在
、会
員
が
受
け
る
配
分
金
に
は
就
業
し
た
こ
と
に
よ
る
配

分
金
と
そ
の
配
分
金
に
係
る
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
本
来
、会
員
は
受
け
取
っ
た
配
分
金
に
係
る
消
費
税
は
税
務
署

に
申
告
納
税
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、消
費
税
法
上
、課
税
売

上
と
し
て
受
け
取
る
金
額
が
、年
間
１
，０
０
０
万
円
以
下
で
あ

る
た
め
免
税
業
者
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、申
告
納
税
す
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、令
和
５
年
10
月
か
ら「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」と
い
う
も

の
が
実
施
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
会
員
が
受
け
取
る
配
分
金
に

係
る
消
費
税
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
変
わ
っ
て
い
く
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
制
度
導
入
に
あ
た
り
、全
シ
協
、大
シ
協
、府
内
各
セ
ン
タ
ー
と

連
携
を
は
か
り
今
後
の
対
応
を
検
討
し
進
展
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

会
員
の
皆
さ
ん
へ
随
時
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し

く
お
願
い
い
し
ま
す
。

配
分
金
等
の
消
費
税
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
本
日
の
公
益
社
団
法
人
寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
３
年
度
定
時
総

会
に
つ
き
ま
し
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
を
受
け
、３
度
に
わ
た
り
緊

急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
る
な
ど
、感
染
症

拡
大
防
止
へ
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、感
染
症
の
拡
大
に
歯
止
め
が
か
か

ら
ず
、先
行
き
が
見
え
な
い
状
況
の
中
で
、会

員
の
皆
様
の
安
全
確
保
と
感
染
症
の
拡
大
を

防
止
す
る
観
点
か
ら
、昨
年
度
に
続
き
、役
員

等
の
最
小
限
の
人
数
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ご

出
席
を
控
え
、議
決
権
行
使
書
に
よ
り
ご
参

加
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、本
日
、ご
来
賓
と
し
て
ご
出
席
を
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
、広
瀬
慶
輔
市
長
、池
添

義
春
市
議
会
議
長
、金
子
英
生
健
康
福
祉
常

任
委
員
会
委
員
長
、南
浩
明
福
祉
部
長
の
皆

様
に
は
、諸
般
の
事
情
等
を
勘
案
し
、ご
出
席

を
見
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
ご
出
席
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
ご
来
賓

の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
、当
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
格
段
の
ご
理
解
、ご
支
援

い
た
だ
き
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
日
の
総
会
は
、令
和
２
年
度
事
業
報

告
、決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
の
ご
審
議

と
、令
和
３
年
度
事
業
計
画
、収
支
予
算
の

ご
報
告
と
、い
ず
れ
も
重
要
な
案
件
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、慎
重
ご
審
議
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、本
年
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
の
発
展
に
功
績
の
あ
り
ま
し
た
会
員
の
皆

様
に
対
し
ま
し
て
、表
彰
状
の
授
与
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、令
和
２
年
度
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
事
業
連
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、前
年

度
に
引
き
続
き
、就
業
機
会
の
拡
大
と
会
員

の
拡
大
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受

け
、事
業
実
績
は
契
約
金
額
で
約
５
億
８
千

万
円
、就
業
延
人
員
で
は
１
４
１
，４
１
５

人
、就
業
実
人
員
で
１
，０
１
９
人
と
非
常
に

厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、会
員
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、全
国
的

に
大
幅
な
減
少
傾
向
が
続
く
中
、緊
急
事
態

宣
言
の
発
出
に
よ
り
、入
会
説
明
会
の
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、臨
時
的
に
出

張
入
会
説
明
会
の
開
催
や
新
た
に
入
会
相
談

会
を
実
施
す
る
な
ど
、会
員
の
拡
大
へ
の
取

り
組
み
を
強
力
に
推
進
し
て
き
た
結
果
、男

性
７
５
１
人
、女
性
３
８
８
人
、合
計
１
，１

３
９
人
と
前
年
度
に
比
べ
て
50
人
の
減
少
に

留
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
方
の
不
断

の
努
力
は
申
す
に
及
ば
ず
、市
当
局
を
は
じ

め
関
係
機
関
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援

の
賜
と
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
令
和
３
年
度
も
引
き
続
き
、会
員
数
に
見

合
っ
た
就
業
機
会
の
確
保
と
同
時
に
、会
員

数
の
少
な
い
地
域
に
対
し
、出
張
入
会
説
明

会
や
入
会
相
談
会
を
実
施
す
る
な
ど
、会
員

の
加
入
促
進
と
就
業
機
会
の
拡
大
・
促
進
に

努
め
る
中
で
、会
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様

な
就
業
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、安
全

か
つ
適
正
な
就
業
が
推
進
で
き
る
よ
う
、役

職
員
一
同
、一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
先
行
き
が
見
え
な
い
非
常
に

厳
し
い
状
況
の
中
、関
係
各
位
、会
員
の
皆
様

方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、今
後
と
も
、シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

理
事
長
　
　谷
　口
　昌
　隆

令和 3 年度定時総会が開催されました令和 3 年度定時総会が開催されました
　
令
和
３
年
度
定
時
総
会
が
６

月
16
日（
水
）午
後
１
時
よ
り
、シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
為
、役
員

等
の
12
名
の
出
席
と
、書
面
に
よ

り
議
決
権
を
行
使
さ
れ
る
会
員

７
４
４
名
で
定
足
数
の
過
半
数

を
充
足
し
、総
会
は
成
立
い
た
し

ま
し
た
。

　
谷
口
理
事
長
の
開
会
の
あ
い
さ

つ
。次
い
で
、在
会
10
年
の
会
員
53

名
に
対
し
て
表
彰
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
に
移
り
、こ
の
総
会
に
上

程
さ
れ
た
第
１
号
議
案
か
ら
第

２
号
議
案
、報
告
案
件
の
２
件
の

す
べ
て
を
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
、終
了
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
定
時
総
会
　
挨
拶

祝
電

大
阪
労
働
局
職
業
安
定
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
橋
荘
次
　
様
　
　

大
阪
府
商
工
労
働
部
労
働
政
策
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
門
孝
治
　
様
　
　

公
益
社
団
法
人
大
阪
府
シ
ル
バ
ー
　
　
　
　
　

　
　
人
材
セ
ン
タ
ー
協
議
会
　
会
長
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
寺
　壽
　
様
　

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　女
性
会
員
の
推
進
」

　
公
益
社
団
法
人
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
（
以

降
、
全
シ
協
）
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
女
性
会
員
の
活

躍
促
進
を
目
指
す
初
の
取
組
と
し
て
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

全
国
女
性
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
女
性
の
高
学
歴
化
が
進
む
と
同
時
に
社
会
進
出
が
始
ま
り
ま

し
た
が
、
男
女
共
同
参
画
と
い
う
言
葉
は
ま
だ
現
実
に
は
ス
ロ
ー

ガ
ン
倒
れ
の
感
じ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
働
く
女
性
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
や
期
待
に
応
え

て
い
く
使
命
を
大
切
に
意
見
交
換
を
行
い
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
普
及
・
浸
透
さ
せ
て
、
女
性
会
員
の
イ
メ
ー

ジ
変
革
に
繋
げ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、「
シ
ル
ボ
ン
ヌ
」
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　「
シ
ル
ボ
ン
ヌ
」
と
は
、「
シ
ル
バ
ー
」
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
「
ボ
ン
ヌ
」

（
お
手
伝
い
・
親
切
・
優
れ
た
の
意
味
）
を
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。

折
り
し
も
全
シ
協
設
立
20
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
に

設
立
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
23
万
人
を
超
え

る
女
性
会
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
っ
て
培
っ
て
き

た
技
術
や
技
能
を
活
用
し
、
自
ら
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
会
員
と
し
て
就
業
し
て
お
り
ま
す
。

　
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
女
性
部
会
を
立
ち

上
げ
て
15
年
に
な
り
ま
す
。
活
動
は
、
調
理
講
習
会
・
フ
レ
イ
ル

予
防
健
康
体
操
・
手
工
芸
作
品
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
会
員
の
地
域
別
懇
親
会
を
開
き
、
女
性
会
員
の

熱
い
思
い
は
組
織
づ
く
り
の
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
会
員
拡
大
の
普
及
啓
発
の
た
め
の
自
治
会
訪
問
の

際
、
地
域
と
セ
ン
タ
ー
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
と
意
義
を
実
感

し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
会
員
の
活
力
が
次
世
代
の
方
々
の
支
え
に
な
る

こ
と
を
信
じ
て
、「
シ
ル
ボ
ン
ヌ
」
の
灯

と
輝
き
を
、
自
主
的
な
活
動
と
仕
事

に
誇
り
を
持
ち
、
魅
力
あ
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
女
性
活
躍
促
進
に
向
け

た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
あ
り
が
と
う

は
魔
法
の
言
葉
」
を
掲
げ
て
、
会
員

を
は
じ
め
、
全
て
の
皆
さ
ん
か
ら
「
あ

り
が
と
う
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
ま
す
。

副
理
事
長
　
　乾
　嘉
子

　
先
般
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
よ
り
令
和
４
年
４
月
以
降
の
配
分
金

の
振
り
込
み
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
変
更
し
た
い
と
の
申
し

入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
・
振
込
内
容

　
　
　
　
配
分
金
　
○
○
○
円

　
　
　「
配
分
金
」
か
ら
「
給
与
」
へ
変
更

　
・
振
込
手
数
料

　
　
　
　
無
料
　
↓
　
66
円

　
現
在
、
セ
ン
タ
ー
の
配
分
金
振
込
先
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
り

そ
な
銀
行
」
と
「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
」
の
ど
ち
ら
か
を
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、右
記
の
と
お
り
、令
和
４
年
４
月
以
降
「
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
」
を
利
用
さ
れ
る
と
１
回
あ
た
り
66
円
の
振
込
手

数
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　※

り
そ
な
銀
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
分
の
間
、
手
数
料
が

無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。「
り
そ
な
銀
行
」
へ
変
更
さ
れ
る
方

は
お
早
め
に
お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

配
分
金
振
込
口
座
に
つ
い
て

会
員
紹
介
制
度
に
つ
い
て

　
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、会
員
募
集
チ
ラ
シ
の
配
布
や

出
張
入
会
説
明
会
な
ど
を
行
い
、会
員
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
り
一
層
入
会
促
進
を
強
化
す
る
為
、会
員
紹
介
制
度

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
友
人
や
ご
近
所
に
お
住
ま
い
の
方

で
、当
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
会
を
お
考
え
の
方
は
お
ら
れ
ま
せ

ん
か
？

　
ご
紹
介
い
た
だ
き
、そ
の
方
が
入
会
さ
れ
ま
し
た
ら
、紹

介
者
の
会
員
の
方
へ
１
，０
０
０
円
相
当
の
粗
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
！（
会
員
１
人
に
つ
き
２
回
ま
で
）

　
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和３年９月 （7） 令和３年９月 （2）（公社）寝屋川市シルバー人材センター （公社）寝屋川市シルバー人材センター



令和３年９月 令和３年９月（3） （6）（公社）寝屋川市シルバー人材センター （公社）寝屋川市シルバー人材センター

　
公
益
社
団
法
人
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
令
和
３
年
度
定
時
総
会
の
ご
開

催
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
平
素
よ
り
谷
口
理
事
長
を
始
め
、
会
員
の

皆
様
方
に
は
、
当
市
市
政
の
推
進
に
格
別
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
大
阪
府
で
は
３
度
に
わ
た
り
緊
急

事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
皆
様
方
に
は
不
要

不
急
の
外
出
の
自
粛
や
対
面
時
の
マ
ス
ク
の

着
用
等
、
当
市
の
感
染
拡
大
防
止
策
に
ご
理

解
、
ご
協
力
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
日
本
で
は
少
子
高
齢
化
が
急
速
に

進
展
し
て
お
り
、
当
市
に
お
い
て
も
、
４
月

１
日
現
在
の
高
齢
化
率
は
約
30
％
と
、
超
高

齢
社
会
の
目
安
で
あ
る
21
％
を
大
幅
に
超

え
、
市
民
の
４
人
に
１
人
以
上
が
高
齢
者
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
更
に
高
齢
化
の
進
行
が
見
込
ま
れ

る
中
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
皆
様
が
い
き
い
き

と
生
活
し
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
得
ら
れ
た

経
験
を
活
か
し
て
積
極
的
に
社
会
参
加
が
で

き
る
よ
う
、
様
々
な
機
会
を
確
保
す
る
こ
と

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
シ
ル
バ
ー
世
代
の
皆
様
が
長

年
培
っ
て
こ
ら
れ
た
豊
富
な
知
識
、
経
験
、

技
能
を
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
「
働
く
場
」

を
提
供
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
自
主
・
自
立
、

共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念
の
下
、
シ
ル
バ
ー

世
代
の
皆
様
が
働
く
こ
と
で
よ
り
充
実
し
た

毎
日
を
過
ご
し
、
誇
り
を
持
っ
て
自
発
的
に

活
動
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て

お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
当
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
立
し
た
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
多

幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、平

素
か
ら
議
会
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
３
年
６
月
16
日
に
、公
益
社
団
法
人

寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和

３
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と

を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、表
彰
を
お
受
け
に
な
り
ま
し
た
皆

様
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
後
と

も
、健
康
に
十
分
ご
留
意
い
た
だ
き
、ま
す
ま

す
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、今
後
、更
に
高
齢
化
や
労
働
力
人
口

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、豊
か
な
経
験
や

知
識
を
お
持
ち
の
高
齢
者
の
皆
様
が
、積
極

的
に
、ま
た
安
全
に
就
労
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、会
員
の
皆
様

が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た
豊
か
な
知
識

や
経
験
、技
能
を
十
分
活
か
す
こ
と
が
で
き

る「
働
く
場
」を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。会
員
の
皆
様
が
就
労
を
通
じ
て
社
会

の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、健

康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
実
現
と
、地
域
社
会
の
活
性
化
に
寄
与

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
、高
齢
者
の
豊
か
な
知
識
、経
験
、技

能
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
高
齢
者
雇
用
の

拠
点
と
し
て
、よ
り
一
層
発
展
さ
れ
ま
す
と
と

も
に
、重
要
な
役
割
を
担
わ
れ
ま
す
こ
と
を

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、様
々
な
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
、ワ
ク

チ
ン
接
種
を
始
め
、感
染
拡
大
防
止
の
た
め

の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、引
き
続

き
、感
染
状
況
を
注
視
し
、様
々
な
対
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、状
況
に
応

じ
て
、迅
速
か
つ
機
動
的
な
対
応
を
行
い
、市

民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日

常
を
一
日
で
も
早
く
取
り
戻
せ
る
よ
う
行
政

と
共
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
、ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

ご

祝

辞寝
屋
川
市
長

　広
瀬

　慶
輔

ご

祝

辞

寝
屋
川
市
議
会
議
長

　池
添

　義
春

令和3年度　事　業　計　画
１．就業開拓提供事業

　就業機会の拡大・促進を積極的に行い、会員への
就業機会の提供に努めます。
　健康で働く意欲の高い高年齢者の入会促進と、特
に女性高年齢者の入会促進を積極的に推進し、会員
拡大に努めます。
２．指定管理事業

　寝屋川市都市公園及び公園墓地を快適かつ安全に
利用していただくため、適正な維持、管理に努めま
す。
３．普及啓発事業

　ホームページを刷新し、当センターのイメージ
アップや情報発信を行うとともに、就業開拓及び入
会促進用リーフレット等を配布するなど、積極的な
普及啓発活動の推進に努めます。
４．研修・講習会事業

　会員の就業機会を促進するため、就業等に必要な
知識及び技能の取得や資質の向上を目的とした研
修・講習会を実施します。

５．相談事業
　高年齢者に就業機会の提供を促進するため、定期
的な入会説明会に加え、出張入会説明会や入会相談
会を開催し、会員の加入促進に努めます。
６．安全・適正就業推進事業

　安全・適正就業推進委員会を中心として、講習会
の実施や現場へのパトロールを実施します。
　また、「適正就業ガイドライン」を活用し、適正
な就業の確立と不適正な就業の根絶に努めます。
７．職業紹介事業

　仕事の求人を企業等から受け、希望する高年齢者
に対して、就業情報を提供し、有料による就職の斡
旋を行います。
８．労働者派遣事業

　労働者派遣事業による就業を提供し、派遣事業の
拡大と適正就業の推進に努めます。
　また、同種の業務に従事する労働者との均等・均
衡待遇の確保に努めます。

「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
お
け
る

　
　
　
熱
中
症
予
防
行
動
の
ポ
イ
ン
ト

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
や
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
３
密
の
回

避
な
ど
、
一
人
一
人
の
感
染
予
防
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
こ
れ
か
ら
夏
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
熱

中
症
に
も
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

Ⅰ 経常増減の部
(1)経常収益
　1 受託事業収益 557,853,000
　2 労働者派遣事業等受託収益 5,000,000
　3 職業紹介事業受託収益 10,000
　4 受取会費 2,802,000
　5 受取補助金等 36,967,000
　6 指定管理者受託事業収益 102,722,000
　7 特定資産運用益 10,000
　8 雑収益 110,000
経常収益計 705,474,000

（2）経常費用
　1 事業費 696,184,000
　2 管理費 9,290,000
経常費用計 705,474,000
当期経常増減額 0
　当期一般正味財産増減額 0
　一般正味財産期首残高 81,008,000
　一般正味財産期末残高 81,008,000
Ⅱ 正味財産期末残高 81,008,000

令和３年度　収　支　予　算

科　　目 予 算 額 科　　目 予 算 額
収益 単位：円 費用 単位：円
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表
彰
状
を
お
受
け
に
な
ら
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
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10
年
を
経
て

石
川
　治
男

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
て
10

年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
定
年
後
、
特
に
趣
味
も
な
い
私
に
は
日
長
一
日
ど
の
よ

う
に
過
ご
せ
ば
よ
い
も
の
か
と
悩
ん
で
お
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
時
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
知
り
、
早

速
会
員
に
申
し
込
み
ま
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
就
業
先
で

あ
る
西
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
役
時
代
と
は
違
う
職
場
環
境
に
多
少
の
戸
惑
い
も
あ

り
ま
し
た
が
、
職
場
の
方
や
関
係
者
の
方
々
の
お
陰
で
す

ぐ
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
今
日
ま
で
の
10
年
間
に
は
、
二
度
の
大
病
を

し
ま
し
た
折
に
も
、
職
場
の
み
ん
な
に
助
け
ら
れ
こ
こ
ま

で
無
事
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
本
当
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
西
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
何
度

か
の
地
域
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
地
域
の
役
員
の
方

や
多
く
の
関
係
者
の
方
々
が
熱
心
に
準
備
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
地
域
の
人
た

ち
と
の
密
着
の
濃
さ
に
驚
き
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　
去
年
、
今
年
と
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
楽
し
み
に
し
て
い

た
行
事
も
す
べ
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
早
く
平
常
の

毎
日
に
戻
り
、
地

域
の
人
た
ち
の
笑

顔
が
見
ら
れ
る
日

が
来
る
よ
う
に

願
っ
て
お
り
ま

す
。

　
私
も
身
体
に
は

十
分
留
意
し
、
元

気
で
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
指
定
管
理
者
と
し
て
管

理
し
て
い
る
打
上
川
治
水
緑
地
は
、
洪
水
の
と
き
に
寝
屋

川
と
打
上
川
の
両
河
川
の
流
量
を
調
整
す
る
た
め
に
、
大

阪
府
が
つ
く
っ
た
施
設
で
す
。

　
緑
地
内
は
、
上
池
と
下
池
を
せ
せ
ら
ぎ
で
結
び
、
親
水

施
設
と
し
て
充
実
し
た
景
観
が
楽
し
め
ま
す
。

　
芝
生
広
場
は
、
大
・
小
あ
わ
せ
て
１
万
２
，
０
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
影
響
を
受
け

イ
ベ
ン
ト
等
が
中
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
春
に
は
、
桜
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
夏
に
は
、
寝
屋
川
ま
つ
り
、
秋
に
は
、

農
業
ま
つ
り
な
ど
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
も
利
用
さ
れ
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

令和２年度　事業実績職群別

専 門 技 術 群

技 能 群

事 務 整 理 群

施 設 管 理 群

折 衝 外 交 群

軽 作 業 群

サ ー ビ ス 群

合 計

区　　分 就業延時間（時間） 就業延人員（人日） 受注件数（件） 契約金額（円）

586

17，502

563

119，503

42，498

302，694

4，904

488，250

171

5，812

333

34，983

6，454

82，571

1，823

132，147

2

1，754

11

72

26

1，845

56

3，766

 916,311

35,431,361

660,089

127,653,193

22,663,034

333,153,329

5,312,455

525,789,772

会　員　数
性　別 年度当初 途中入会者 途中退会者 年度末現在 平均年齢 就業実人員

男　性

女　性

合　計

777人

412人

1,189人

99人

39人

138人

125人

63人

188人

751人

388人

1,139人

73.1歳

72.8歳

73.0歳

602人

347人

949人

【 

総 

会 

報 

告 

】

派遣事業報告書
就　業
延時間

（時間）

就　業
延人員

（人日）

受　注
件　数
（件）

賃　金
（円）

41,520,610

事務費
（円）

7,931,531

消費税
（円）

4,896,125

合　計
（円）

54,348,2661149,26840,974

令和２年度　正味財産増減計算書

I　経常増減の部
（1）　経常収益

1　受託事業収益
2　労働者派遣事業等受託収益
3　職業紹介事業受託収益
4　受取会費
5　受取補助金等
6　指定管理者受託事業収益
7　特定資産運用益　
８　雑収益
経常収益計

科　　目 決 算 額

464，994，203
5,563,484

0
2,464,000

36,967,000
163,389,736

7,832
40,500

673,426,755

665,222,844
8,139,810

673,362,654
64,101

0
0

0
0
0

64,101
85,756,465
85,820,566
85,820,566

収益 費用単位：円 単位：円

科　　目 決 算 額
（2）経常費用  　
　　1　事業費
　　2　管理費
　　経常費用計
　　当期経常増減額
Ⅱ　経常外増減の部

（１）　経常外収益
　　固定資産売収益
　　経常外収益計

（２）　経常外費用
　　固定資産除去損
　　経常外費用計
　　当期経常外増減額
　　当期一般正味財産増減額
　　　一般正味財産期首残高
　　　一般正味財産期末残高
Ⅲ　経常外増減の部

打
上
川
治
水
緑
地
の
紹
介見頃を迎えた公園南側の

バラ園のバラです。
約１，０００本のバラが
植栽されています。

会員による草刈り作業

令和３年９月 （5） 令和３年９月 （4）（公社） 寝屋川市シルバー人材センター （公社） 寝屋川市シルバー人材センター
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に
な
り
ま
し
た
。

　
現
役
時
代
と
は
違
う
職
場
環
境
に
多
少
の
戸
惑
い
も
あ

り
ま
し
た
が
、
職
場
の
方
や
関
係
者
の
方
々
の
お
陰
で
す

ぐ
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
今
日
ま
で
の
10
年
間
に
は
、
二
度
の
大
病
を

し
ま
し
た
折
に
も
、
職
場
の
み
ん
な
に
助
け
ら
れ
こ
こ
ま

で
無
事
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
本
当
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
西
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
何
度

か
の
地
域
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
地
域
の
役
員
の
方

や
多
く
の
関
係
者
の
方
々
が
熱
心
に
準
備
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
地
域
の
人
た

ち
と
の
密
着
の
濃
さ
に
驚
き
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　
去
年
、
今
年
と
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
楽
し
み
に
し
て
い

た
行
事
も
す
べ
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
早
く
平
常
の

毎
日
に
戻
り
、
地

域
の
人
た
ち
の
笑

顔
が
見
ら
れ
る
日

が
来
る
よ
う
に

願
っ
て
お
り
ま

す
。

　
私
も
身
体
に
は

十
分
留
意
し
、
元

気
で
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
指
定
管
理
者
と
し
て
管

理
し
て
い
る
打
上
川
治
水
緑
地
は
、
洪
水
の
と
き
に
寝
屋

川
と
打
上
川
の
両
河
川
の
流
量
を
調
整
す
る
た
め
に
、
大

阪
府
が
つ
く
っ
た
施
設
で
す
。

　
緑
地
内
は
、
上
池
と
下
池
を
せ
せ
ら
ぎ
で
結
び
、
親
水

施
設
と
し
て
充
実
し
た
景
観
が
楽
し
め
ま
す
。

　
芝
生
広
場
は
、
大
・
小
あ
わ
せ
て
１
万
２
，
０
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
影
響
を
受
け

イ
ベ
ン
ト
等
が
中
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
春
に
は
、
桜
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
夏
に
は
、
寝
屋
川
ま
つ
り
、
秋
に
は
、

農
業
ま
つ
り
な
ど
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
も
利
用
さ
れ
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

令和２年度　事業実績職群別

専 門 技 術 群

技 能 群

事 務 整 理 群

施 設 管 理 群

折 衝 外 交 群

軽 作 業 群

サ ー ビ ス 群

合 計

区　　分 就業延時間（時間） 就業延人員（人日） 受注件数（件） 契約金額（円）

586

17，502

563

119，503

42，498

302，694

4，904

488，250

171

5，812

333

34，983

6，454

82，571

1，823

132，147

2

1，754

11

72

26

1，845

56

3，766

 916,311

35,431,361

660,089

127,653,193

22,663,034

333,153,329

5,312,455

525,789,772

会　員　数
性　別 年度当初 途中入会者 途中退会者 年度末現在 平均年齢 就業実人員

男　性

女　性

合　計

777人

412人

1,189人

99人

39人

138人

125人

63人

188人

751人

388人

1,139人

73.1歳

72.8歳

73.0歳

602人

347人

949人

【 

総 

会 

報 

告 

】

派遣事業報告書
就　業
延時間

（時間）

就　業
延人員

（人日）

受　注
件　数
（件）

賃　金
（円）

41,520,610

事務費
（円）

7,931,531

消費税
（円）

4,896,125

合　計
（円）

54,348,2661149,26840,974

令和２年度　正味財産増減計算書

I　経常増減の部
（1）　経常収益

1　受託事業収益
2　労働者派遣事業等受託収益
3　職業紹介事業受託収益
4　受取会費
5　受取補助金等
6　指定管理者受託事業収益
7　特定資産運用益　
８　雑収益
経常収益計

科　　目 決 算 額

464，994，203
5,563,484

0
2,464,000

36,967,000
163,389,736

7,832
40,500

673,426,755

665,222,844
8,139,810

673,362,654
64,101

0
0

0
0
0

64,101
85,756,465
85,820,566
85,820,566

収益 費用単位：円 単位：円

科　　目 決 算 額
（2）経常費用  　
　　1　事業費
　　2　管理費
　　経常費用計
　　当期経常増減額
Ⅱ　経常外増減の部

（１）　経常外収益
　　固定資産売収益
　　経常外収益計

（２）　経常外費用
　　固定資産除去損
　　経常外費用計
　　当期経常外増減額
　　当期一般正味財産増減額
　　　一般正味財産期首残高
　　　一般正味財産期末残高
Ⅲ　経常外増減の部

打
上
川
治
水
緑
地
の
紹
介見頃を迎えた公園南側の

バラ園のバラです。
約１，０００本のバラが
植栽されています。

会員による草刈り作業

令和３年９月 （5） 令和３年９月 （4）（公社） 寝屋川市シルバー人材センター （公社） 寝屋川市シルバー人材センター



令和３年９月 令和３年９月（3） （6）（公社）寝屋川市シルバー人材センター （公社）寝屋川市シルバー人材センター

　
公
益
社
団
法
人
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
令
和
３
年
度
定
時
総
会
の
ご
開

催
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
平
素
よ
り
谷
口
理
事
長
を
始
め
、
会
員
の

皆
様
方
に
は
、
当
市
市
政
の
推
進
に
格
別
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
大
阪
府
で
は
３
度
に
わ
た
り
緊
急

事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
皆
様
方
に
は
不
要

不
急
の
外
出
の
自
粛
や
対
面
時
の
マ
ス
ク
の

着
用
等
、
当
市
の
感
染
拡
大
防
止
策
に
ご
理

解
、
ご
協
力
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
日
本
で
は
少
子
高
齢
化
が
急
速
に

進
展
し
て
お
り
、
当
市
に
お
い
て
も
、
４
月

１
日
現
在
の
高
齢
化
率
は
約
30
％
と
、
超
高

齢
社
会
の
目
安
で
あ
る
21
％
を
大
幅
に
超

え
、
市
民
の
４
人
に
１
人
以
上
が
高
齢
者
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
更
に
高
齢
化
の
進
行
が
見
込
ま
れ

る
中
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
皆
様
が
い
き
い
き

と
生
活
し
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
得
ら
れ
た

経
験
を
活
か
し
て
積
極
的
に
社
会
参
加
が
で

き
る
よ
う
、
様
々
な
機
会
を
確
保
す
る
こ
と

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
シ
ル
バ
ー
世
代
の
皆
様
が
長

年
培
っ
て
こ
ら
れ
た
豊
富
な
知
識
、
経
験
、

技
能
を
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
「
働
く
場
」

を
提
供
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
自
主
・
自
立
、

共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念
の
下
、
シ
ル
バ
ー

世
代
の
皆
様
が
働
く
こ
と
で
よ
り
充
実
し
た

毎
日
を
過
ご
し
、
誇
り
を
持
っ
て
自
発
的
に

活
動
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て

お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
当
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
立
し
た
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
多

幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、平

素
か
ら
議
会
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
３
年
６
月
16
日
に
、公
益
社
団
法
人

寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和

３
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と

を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、表
彰
を
お
受
け
に
な
り
ま
し
た
皆

様
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
後
と

も
、健
康
に
十
分
ご
留
意
い
た
だ
き
、ま
す
ま

す
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、今
後
、更
に
高
齢
化
や
労
働
力
人
口

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、豊
か
な
経
験
や

知
識
を
お
持
ち
の
高
齢
者
の
皆
様
が
、積
極

的
に
、ま
た
安
全
に
就
労
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、会
員
の
皆
様

が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た
豊
か
な
知
識

や
経
験
、技
能
を
十
分
活
か
す
こ
と
が
で
き

る「
働
く
場
」を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。会
員
の
皆
様
が
就
労
を
通
じ
て
社
会

の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、健

康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
実
現
と
、地
域
社
会
の
活
性
化
に
寄
与

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
、高
齢
者
の
豊
か
な
知
識
、経
験
、技

能
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
高
齢
者
雇
用
の

拠
点
と
し
て
、よ
り
一
層
発
展
さ
れ
ま
す
と
と

も
に
、重
要
な
役
割
を
担
わ
れ
ま
す
こ
と
を

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、様
々
な
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
、ワ
ク

チ
ン
接
種
を
始
め
、感
染
拡
大
防
止
の
た
め

の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、引
き
続

き
、感
染
状
況
を
注
視
し
、様
々
な
対
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、状
況
に
応

じ
て
、迅
速
か
つ
機
動
的
な
対
応
を
行
い
、市

民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日

常
を
一
日
で
も
早
く
取
り
戻
せ
る
よ
う
行
政

と
共
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
、ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

ご

祝

辞寝
屋
川
市
長

　広
瀬

　慶
輔

ご

祝

辞

寝
屋
川
市
議
会
議
長

　池
添

　義
春

令和3年度　事　業　計　画
１．就業開拓提供事業

　就業機会の拡大・促進を積極的に行い、会員への
就業機会の提供に努めます。
　健康で働く意欲の高い高年齢者の入会促進と、特
に女性高年齢者の入会促進を積極的に推進し、会員
拡大に努めます。
２．指定管理事業

　寝屋川市都市公園及び公園墓地を快適かつ安全に
利用していただくため、適正な維持、管理に努めま
す。
３．普及啓発事業

　ホームページを刷新し、当センターのイメージ
アップや情報発信を行うとともに、就業開拓及び入
会促進用リーフレット等を配布するなど、積極的な
普及啓発活動の推進に努めます。
４．研修・講習会事業

　会員の就業機会を促進するため、就業等に必要な
知識及び技能の取得や資質の向上を目的とした研
修・講習会を実施します。

５．相談事業
　高年齢者に就業機会の提供を促進するため、定期
的な入会説明会に加え、出張入会説明会や入会相談
会を開催し、会員の加入促進に努めます。
６．安全・適正就業推進事業

　安全・適正就業推進委員会を中心として、講習会
の実施や現場へのパトロールを実施します。
　また、「適正就業ガイドライン」を活用し、適正
な就業の確立と不適正な就業の根絶に努めます。
７．職業紹介事業

　仕事の求人を企業等から受け、希望する高年齢者
に対して、就業情報を提供し、有料による就職の斡
旋を行います。
８．労働者派遣事業

　労働者派遣事業による就業を提供し、派遣事業の
拡大と適正就業の推進に努めます。
　また、同種の業務に従事する労働者との均等・均
衡待遇の確保に努めます。

「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
お
け
る

　
　
　
熱
中
症
予
防
行
動
の
ポ
イ
ン
ト

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
や
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
３
密
の
回

避
な
ど
、
一
人
一
人
の
感
染
予
防
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
こ
れ
か
ら
夏
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
熱

中
症
に
も
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

Ⅰ 経常増減の部
(1)経常収益
　1 受託事業収益 557,853,000
　2 労働者派遣事業等受託収益 5,000,000
　3 職業紹介事業受託収益 10,000
　4 受取会費 2,802,000
　5 受取補助金等 36,967,000
　6 指定管理者受託事業収益 102,722,000
　7 特定資産運用益 10,000
　8 雑収益 110,000
経常収益計 705,474,000

（2）経常費用
　1 事業費 696,184,000
　2 管理費 9,290,000
経常費用計 705,474,000
当期経常増減額 0
　当期一般正味財産増減額 0
　一般正味財産期首残高 81,008,000
　一般正味財産期末残高 81,008,000
Ⅱ 正味財産期末残高 81,008,000

令和３年度　収　支　予　算

科　　目 予 算 額 科　　目 予 算 額
収益 単位：円 費用 単位：円



　
現
在
、会
員
が
受
け
る
配
分
金
に
は
就
業
し
た
こ
と
に
よ
る
配

分
金
と
そ
の
配
分
金
に
係
る
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
本
来
、会
員
は
受
け
取
っ
た
配
分
金
に
係
る
消
費
税
は
税
務
署

に
申
告
納
税
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、消
費
税
法
上
、課
税
売

上
と
し
て
受
け
取
る
金
額
が
、年
間
１
，０
０
０
万
円
以
下
で
あ

る
た
め
免
税
業
者
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、申
告
納
税
す
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、令
和
５
年
10
月
か
ら「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」と
い
う
も

の
が
実
施
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
会
員
が
受
け
取
る
配
分
金
に

係
る
消
費
税
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
変
わ
っ
て
い
く
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
制
度
導
入
に
あ
た
り
、全
シ
協
、大
シ
協
、府
内
各
セ
ン
タ
ー
と

連
携
を
は
か
り
今
後
の
対
応
を
検
討
し
進
展
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

会
員
の
皆
さ
ん
へ
随
時
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し

く
お
願
い
い
し
ま
す
。

配
分
金
等
の
消
費
税
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
本
日
の
公
益
社
団
法
人
寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
３
年
度
定
時
総

会
に
つ
き
ま
し
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
を
受
け
、３
度
に
わ
た
り
緊

急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
る
な
ど
、感
染
症

拡
大
防
止
へ
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、感
染
症
の
拡
大
に
歯
止
め
が
か
か

ら
ず
、先
行
き
が
見
え
な
い
状
況
の
中
で
、会

員
の
皆
様
の
安
全
確
保
と
感
染
症
の
拡
大
を

防
止
す
る
観
点
か
ら
、昨
年
度
に
続
き
、役
員

等
の
最
小
限
の
人
数
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ご

出
席
を
控
え
、議
決
権
行
使
書
に
よ
り
ご
参

加
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、本
日
、ご
来
賓
と
し
て
ご
出
席
を
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
、広
瀬
慶
輔
市
長
、池
添

義
春
市
議
会
議
長
、金
子
英
生
健
康
福
祉
常

任
委
員
会
委
員
長
、南
浩
明
福
祉
部
長
の
皆

様
に
は
、諸
般
の
事
情
等
を
勘
案
し
、ご
出
席

を
見
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
ご
出
席
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
ご
来
賓

の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
、当
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
格
段
の
ご
理
解
、ご
支
援

い
た
だ
き
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
日
の
総
会
は
、令
和
２
年
度
事
業
報

告
、決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
の
ご
審
議

と
、令
和
３
年
度
事
業
計
画
、収
支
予
算
の

ご
報
告
と
、い
ず
れ
も
重
要
な
案
件
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、慎
重
ご
審
議
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、本
年
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
の
発
展
に
功
績
の
あ
り
ま
し
た
会
員
の
皆

様
に
対
し
ま
し
て
、表
彰
状
の
授
与
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、令
和
２
年
度
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
事
業
連
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、前
年

度
に
引
き
続
き
、就
業
機
会
の
拡
大
と
会
員

の
拡
大
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受

け
、事
業
実
績
は
契
約
金
額
で
約
５
億
８
千

万
円
、就
業
延
人
員
で
は
１
４
１
，４
１
５

人
、就
業
実
人
員
で
１
，０
１
９
人
と
非
常
に

厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、会
員
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、全
国
的

に
大
幅
な
減
少
傾
向
が
続
く
中
、緊
急
事
態

宣
言
の
発
出
に
よ
り
、入
会
説
明
会
の
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、臨
時
的
に
出

張
入
会
説
明
会
の
開
催
や
新
た
に
入
会
相
談

会
を
実
施
す
る
な
ど
、会
員
の
拡
大
へ
の
取

り
組
み
を
強
力
に
推
進
し
て
き
た
結
果
、男

性
７
５
１
人
、女
性
３
８
８
人
、合
計
１
，１

３
９
人
と
前
年
度
に
比
べ
て
50
人
の
減
少
に

留
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
方
の
不
断

の
努
力
は
申
す
に
及
ば
ず
、市
当
局
を
は
じ

め
関
係
機
関
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援

の
賜
と
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
令
和
３
年
度
も
引
き
続
き
、会
員
数
に
見

合
っ
た
就
業
機
会
の
確
保
と
同
時
に
、会
員

数
の
少
な
い
地
域
に
対
し
、出
張
入
会
説
明

会
や
入
会
相
談
会
を
実
施
す
る
な
ど
、会
員

の
加
入
促
進
と
就
業
機
会
の
拡
大
・
促
進
に

努
め
る
中
で
、会
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様

な
就
業
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、安
全

か
つ
適
正
な
就
業
が
推
進
で
き
る
よ
う
、役

職
員
一
同
、一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
先
行
き
が
見
え
な
い
非
常
に

厳
し
い
状
況
の
中
、関
係
各
位
、会
員
の
皆
様

方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、今
後
と
も
、シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

理
事
長
　
　谷
　口
　昌
　隆

令和 3 年度定時総会が開催されました令和 3 年度定時総会が開催されました
　
令
和
３
年
度
定
時
総
会
が
６

月
16
日（
水
）午
後
１
時
よ
り
、シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
為
、役
員

等
の
12
名
の
出
席
と
、書
面
に
よ

り
議
決
権
を
行
使
さ
れ
る
会
員

７
４
４
名
で
定
足
数
の
過
半
数

を
充
足
し
、総
会
は
成
立
い
た
し

ま
し
た
。

　
谷
口
理
事
長
の
開
会
の
あ
い
さ

つ
。次
い
で
、在
会
10
年
の
会
員
53

名
に
対
し
て
表
彰
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
に
移
り
、こ
の
総
会
に
上

程
さ
れ
た
第
１
号
議
案
か
ら
第

２
号
議
案
、報
告
案
件
の
２
件
の

す
べ
て
を
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
、終
了
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
定
時
総
会
　
挨
拶

祝
電

大
阪
労
働
局
職
業
安
定
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
橋
荘
次
　
様
　
　

大
阪
府
商
工
労
働
部
労
働
政
策
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
門
孝
治
　
様
　
　

公
益
社
団
法
人
大
阪
府
シ
ル
バ
ー
　
　
　
　
　

　
　
人
材
セ
ン
タ
ー
協
議
会
　
会
長
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
寺
　壽
　
様
　

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　女
性
会
員
の
推
進
」

　
公
益
社
団
法
人
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
（
以

降
、
全
シ
協
）
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
女
性
会
員
の
活

躍
促
進
を
目
指
す
初
の
取
組
と
し
て
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

全
国
女
性
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
女
性
の
高
学
歴
化
が
進
む
と
同
時
に
社
会
進
出
が
始
ま
り
ま

し
た
が
、
男
女
共
同
参
画
と
い
う
言
葉
は
ま
だ
現
実
に
は
ス
ロ
ー

ガ
ン
倒
れ
の
感
じ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
働
く
女
性
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
や
期
待
に
応
え

て
い
く
使
命
を
大
切
に
意
見
交
換
を
行
い
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
普
及
・
浸
透
さ
せ
て
、
女
性
会
員
の
イ
メ
ー

ジ
変
革
に
繋
げ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、「
シ
ル
ボ
ン
ヌ
」
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　「
シ
ル
ボ
ン
ヌ
」
と
は
、「
シ
ル
バ
ー
」
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
「
ボ
ン
ヌ
」

（
お
手
伝
い
・
親
切
・
優
れ
た
の
意
味
）
を
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。

折
り
し
も
全
シ
協
設
立
20
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
に

設
立
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
23
万
人
を
超
え

る
女
性
会
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
っ
て
培
っ
て
き

た
技
術
や
技
能
を
活
用
し
、
自
ら
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
会
員
と
し
て
就
業
し
て
お
り
ま
す
。

　
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
女
性
部
会
を
立
ち

上
げ
て
15
年
に
な
り
ま
す
。
活
動
は
、
調
理
講
習
会
・
フ
レ
イ
ル

予
防
健
康
体
操
・
手
工
芸
作
品
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
会
員
の
地
域
別
懇
親
会
を
開
き
、
女
性
会
員
の

熱
い
思
い
は
組
織
づ
く
り
の
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
会
員
拡
大
の
普
及
啓
発
の
た
め
の
自
治
会
訪
問
の

際
、
地
域
と
セ
ン
タ
ー
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
と
意
義
を
実
感

し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
会
員
の
活
力
が
次
世
代
の
方
々
の
支
え
に
な
る

こ
と
を
信
じ
て
、「
シ
ル
ボ
ン
ヌ
」
の
灯

と
輝
き
を
、
自
主
的
な
活
動
と
仕
事

に
誇
り
を
持
ち
、
魅
力
あ
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
女
性
活
躍
促
進
に
向
け

た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
あ
り
が
と
う

は
魔
法
の
言
葉
」
を
掲
げ
て
、
会
員

を
は
じ
め
、
全
て
の
皆
さ
ん
か
ら
「
あ

り
が
と
う
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
ま
す
。

副
理
事
長
　
　乾
　嘉
子

　
先
般
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
よ
り
令
和
４
年
４
月
以
降
の
配
分
金

の
振
り
込
み
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
変
更
し
た
い
と
の
申
し

入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
・
振
込
内
容

　
　
　
　
配
分
金
　
○
○
○
円

　
　
　「
配
分
金
」
か
ら
「
給
与
」
へ
変
更

　
・
振
込
手
数
料

　
　
　
　
無
料
　
↓
　
66
円

　
現
在
、
セ
ン
タ
ー
の
配
分
金
振
込
先
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
り

そ
な
銀
行
」
と
「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
」
の
ど
ち
ら
か
を
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、右
記
の
と
お
り
、令
和
４
年
４
月
以
降
「
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
」
を
利
用
さ
れ
る
と
１
回
あ
た
り
66
円
の
振
込
手

数
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　※

り
そ
な
銀
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
分
の
間
、
手
数
料
が

無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。「
り
そ
な
銀
行
」
へ
変
更
さ
れ
る
方

は
お
早
め
に
お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

配
分
金
振
込
口
座
に
つ
い
て

会
員
紹
介
制
度
に
つ
い
て

　
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、会
員
募
集
チ
ラ
シ
の
配
布
や

出
張
入
会
説
明
会
な
ど
を
行
い
、会
員
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
り
一
層
入
会
促
進
を
強
化
す
る
為
、会
員
紹
介
制
度

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
友
人
や
ご
近
所
に
お
住
ま
い
の
方

で
、当
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
会
を
お
考
え
の
方
は
お
ら
れ
ま
せ

ん
か
？

　
ご
紹
介
い
た
だ
き
、そ
の
方
が
入
会
さ
れ
ま
し
た
ら
、紹

介
者
の
会
員
の
方
へ
１
，０
０
０
円
相
当
の
粗
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
！（
会
員
１
人
に
つ
き
２
回
ま
で
）

　
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和３年９月 （7） 令和３年９月 （2）（公社）寝屋川市シルバー人材センター （公社）寝屋川市シルバー人材センター



　
Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線
「
寝
屋
川
公
園
駅
」

は
、
元
々
「
東
寝
屋
川
駅
」
と
い
う
名
称

で
し
た
。

　
都
市
計
画
道
路
寝
屋
川
公
園
駅
前
線
事

業
や
打
上
高
塚
町
土
地
区
画
整
理
事
業
な

ど
、
駅
周
辺
の
利
便
性
の
向
上
と
、
良
好

な
市
街
地
の
形
成
を
目
指
す
中
で
、
地
域

住
民
の
要
望
も
あ
り
、
平
成
31
年
３
月
16

日
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、
駅
名
の
由
来
と
な
っ

た
寝
屋
川
公
園
に
祇
園
枝
垂
桜
が
記
念
樹

と
し
て
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
寝
屋
川
公
園
駅
と
第
二
京
阪
道

路
を
つ
な
ぐ
道
路
は
、
鉄
道
駅
に
つ
な
が

る
道
路
と
し
て
重
要
な
路
線
で
す
。
明
和

小
学
校
の
通
学
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
歩
道

が
整
備
さ
れ
た
り
、
防
災
の
観
点
か
ら
電

線
が
地
中
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
ス
ー
パ
ー
や
薬
局
の
開
店
、

病
院
の
開
院
な
ど
生
活
に
欠
か
せ
な
い
施

設
が
充
実
し
、
ど
ん
ど
ん
開
発
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
広
報
部
会
で
は
、
会
報
・
セ
ン
タ
ー

通
信
に
掲
載
す
る
原
稿
や
、
写
真
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
投
稿
箱
を
事
務
所
前
に
設
置

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
セ
ン
タ
ー
、
広

報
部
会
に
対
し
て
の
ご
意
見
も
、
ど
し

ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。広

報
部
会
員
一
同

編
集
後
記

　
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
は
、
前
年
度
は
残

念
な
が
ら
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
減
少
し
、

会
員
不
足
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
せ
っ
か
く
い
た
だ
い
た
お
仕
事
を
職
種
、

時
間
、
地
域
等
の
条
件
に
よ
っ
て
は
就
業
会

員
不
足
の
た
め
お
断
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
友
人
や
ご
近
所
の
方

で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
に

興
味
の
あ
る
方
に
入
会
の
ご
案
内
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
○
入
会
の
条
件

　
　
・
寝
屋
川
市
在
住

　
　
・
60
歳
以
上

　
　
・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

　
○
入
会
説
明
会
日
程

　
　
・
10
月
20
日
（
水
）

　
　
・
11
月
17
日
（
水
）

　
　
・
12
月
15
日
（
水
）

　※

参
加
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
○
時
　
間
　
14
時
か
ら
約
60
分
程
度

　
　
　
　
　
　（
15
分
前
か
ら
受
付
開
始
）

　
○
場
　
所
　
市
民
会
館

　
　
　
　
　
　
第
２
会
議
室

　
○
持
ち
物
　
・
筆
記
用
具
・
認
め
印

　
　
　
　
　
　
・
年
会
費
（
１
，
０
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　※

10
月
以
降
の
入
会
者

　
　
　
　
　
　
　
か
つ
入
会
年
度
の
み

　
　
　
　
　
　
・
身
分
証
明
で
き
る
も
の

　
　
　
　
　
　（
免
許
証
・
健
康
保
険
証
等
）

　
10
月
２
日
（
土
）
10
時
か
ら

　
　
　
　
市
民
会
館
　
第
１
会
議
室

　
10
月
13
日
（
水
）
14
時
か
ら

　
　
　
　
西
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
講
義
室

　
10
月
26
日
（
火
）
14
時
か
ら

　
　
　
　
池
の
里
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
多
目
的
室
２
（
３
階
）

　※

参
加
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

会
員
拡
大
に
ご
協
力
を
！

会
員
拡
大
に
ご
協
力
を
！

配
分
金
支
払
予
定
日

９
月
分
配
分
金
↓
10
月
15
日
（
金
）
支
払

10
月
分
配
分
金
↓
11
月
15
日
（
月
）
支
払

11
月
分
配
分
金
↓
12
月
15
日
（
水
）
支
払

12
月
分
配
分
金
↓
１
月
19
日
（
水
）
支
払

寝
屋
川
公
園
駅
の
歴
史

寝
屋
川
公
園
駅
の
歴
史

会
費
の
納
入
に
つ
い
て

会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　
会
費
は
、
会
員
の
保
険
加
入
等
に
支
払
わ

れ
る
重
要
な
財
源
で
す
。

　
会
費
が
納
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
お

仕
事
の
提
供
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
在

就
業
さ
れ
て
い
る
方
も
、
就
業
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　
納
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
速
や
か
に
納

入
し
て
下
さ
い
。（

年
会
費
　
２
，
０
０
０
円
）

　
４
月
１
日
に
会
員
で
あ
る
場
合
、
そ
の
年

度
の
会
費
が
発
生
し
て
い
ま
す
。（
会
員
資
格

は
、
会
員
自
身
が
退
会
手
続
き
を
し
な
い
限

り
、
自
動
継
続
で
す
）

　
会
費
未
納
の
方
は
、
退
会
さ
れ
る
場
合
で

も
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
す
で
に
今
年
度
の
会
費
を
納
め
ら

れ
て
い
る
方
も
、
年
度
が
替
わ
る
と
会
費
の

支
払
い
義
務
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意

下
さ
い
。

出
張
入
会
説
明
会
の
開
催

出
張
入
会
説
明
会
の
開
催

　
毎
年
10
月
の
第
３
土
曜
日
を
「
シ
ル
バ
ー

の
日
」
と
定
め
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
普
及
啓
発
を
兼
ね
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
10
月
16
日
（
土
）
に
市
道
池
田
秦

線
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
集
合
時
間
　
午
前
９
時
45
分

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
　
作
業
開
始

　
　
　
　
　
　
雨
天
中
止

　
集
合
場
所
　
市
役
所
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
参
加
者
募
集

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
参
加
者
募
集

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
事
務
所
へ
電
話
を
さ
れ
る
場
合
は
、

ま
ず
会
員
番
号
と
お
名
前
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

◇  

お

　願

　い  

◇

令和3年９月 （1）

第 号42

令和３年９月 （8）（公社）寝屋川市シルバー人材センター （公社）寝屋川市シルバー人材センター

発行
公益社団法人
寝屋川市シルバー人材センター

発行責任者
〒572-0813
寝屋川市讃良東町6番1号
南寝屋川公園管理事務所2階
http://www.nsjc.or.jp
E-mail:neyagawa@nsjc.or.jp
☎（072）838-1177　FAX（072）827-7345

理事長 谷口 昌隆

就業会員募集
募
集
要
件
　73
歳
ま
で
の
男
性

作
業
内
容
　公
園
管
理
作
業

　
　
　
　
　一
般
家
庭
等
除
草
作
業

事
前
に
面
談
・
試
用
期
間
あ
り

屋
外
作
業
の
為
、
体
力
に
自
信
の
あ
る
方

　ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。


